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ピコラド検出器を用いた液体シンチレーション計数法による

鳥取・三朝地域におけるラドン濃度の測定(3)
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Measurement of Radon on Misasa district， Tottori pref. Using the 

PICO-RAD Detector and a Liquid Scintillation Spectrometer (3) 

Taeko KOGA *1， Masayo INAGAKI*I， Hiroshige MORISHIMA *1， 

Y uki T AN AKA * 1， Akihiro N AKANISHI * 2， N oriko SASAKI * 2 

and Masaaki MIFUNE*3 

ABSTRACT 

By means of a radon detecting device (Packard Pico-Rad System) using absorbed 

active charcoal and a liquid scintillation spectrometer， studies on environmental move-

ments of radon and its decay nuc1ides on Misasa district in Tottori pref. were done 

continuously on last year. Its minimum detection limits of radon in the air are 1.7 Bq/m3 

and 0.43 Bq/.e in the water on counting time of 200 minutes. This method is able to 
measure conveniently and rapidly on sampling period for 24 hours. 

(1) Radon concentrations in the air at Misasa environs area on October and November， 

1995 were ranged7. 7，......，59 Bq/m3 in outdoor and 13""""141Bq/m3 in indoor. On the resu1ts 

measured on Misasa area， 222Rn concentrations on Asahi district located southward from 

Misasa spa district and Takeda district along Tenjin stream are high， on Kojika district 

located east-southward from Misasa spa district and Mitoku district are low and outdoor 

222Rn concentrations on Ningyo toge neighboring are low level with ranged 12，......，31 Bq/m3. 

lndoor 222Rn concentrations at Takeda district are about 4 times higher than Kojika 

district showed the lowest concentration and those of Kojika district are almost similar to 

those of Higashi Osa.ka. 

lndoor 222Rn concentration are higher than outdoor， the mean ratio of indoor to 

outdoor 222Rn concentration on a few sample of Takeda and Asahi districts (upper stream) 

are about 2 and those on the other district are shown in low tendency ranged 1，......，1.3. 

There are a few difference among some districts. 
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必元・岡山大学

*13-4-1， Kowakae， Higashi-osaka shi， Osaka 577， JAPAN Kinki University Atomic Energy Research 
Institute 
*2Department of Nuc1ear Reactor Engineering， Faculty of Science and Technology， Kinki University 
*3Former Okayama University 
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(2) 222Rn coricentration variations in a dwelling at Misasa spa district were observed from 

May to December 1995 in the time course. They are varied in range of 53---121 Bq/m3 

indoor， 9........，50 Bq/m3 outdoor and 48""""'188 Bq/m3 in bathroom. 

(3) 222Rn concentration variations in water samples at Misasa spa district are 91""""'161 Bq/.e 
in hot， spring， 2.3........，10 Bq/.e in river water and 14........，34 Bq/.e in well water from May to 
Decem ber 1995. 

1. はじめに

UNSCEAR 1988， 1993年国連科学委員会報告書

によると，自然に存在する放射線源の一つであるラ

ドン (Rn-222)とその短寿命崩壊生成核種の吸入に

よる内部被ばく線量は，世界の平均的な値として，

自然放射線源から受ける年間被ばく線量当量， 2.4 

mSvの約半分を占める O 生活環境中における自然

放射線による被ばく線量の最も大きな要因であると

世界的に注目されている1)。

土壌中にはウランやラジウム等を含む鉱物が広く

分布しており，これらがラドンの発生源として種々

の形態で人の生活環境に関与しているO これら天然、

放射性核種濃度は一般的にあまり高くないとされて

いるが、近年の住宅構造の機密化などによって家屋

内でのラドンの蓄積が見られ，高ラドン濃度がス

ウェーデンに始まり，アメリカ，イギリスなど世界

中で報告され問題となっている。このため，わが国

でも全国的に生活環境におけるラドン濃度の実態を

把握し，それによる線量の評価が急がれるととも

に，屋内のラドンとその崩壊生成核種の吸収によっ

て引き起こされる恐れの或る人体への影響に関する

研究へと発展しているo そこでラドン， トロンなど

気体状の放射性核種による被ばく評価を目的に，生

活環境中，特に高自然放射線地域における 222Rn

の濃度レベルの分布の研究を行う O

生活環境中では様々な要因によってラドン濃度は

時間的にも空間的にも変動し，変動巾も大きい2-7)。

そこで，環境大気中のラドン濃度の経時変動および

場所による濃度レベルの分布を簡便にしかも，正確

に評価するためにピコラドシステムを採用し，基礎

的な特性を検討する O 水中のラドン濃度について

は，ラドンがトルエンによく溶出されることを利用

して大量の水試料よりラドンを分離し(抽出法)，液

体シンチレーションスペクトロメータで測定する方

法が古くから実施されている8-10)。ラドン濃度レベ

ルの分布などを調べるため，一挙に多くの試料を処

理，測定するには，乳化シンチレータと試料水を直

接混合して測定する直接方法も行われている11，12)。

そこで， ラドン濃度の測定は， ラドンが容易に活性

炭に吸着しやすいという性質を利用したノマッシブ法

(活性炭法)を採用した。 Packard社製ピコラド検

出器を24時間開放してラドンを捕集した後，液体シ

ンチレーションスペクトロメータを用いて測定し

た。日本でも有数のラドン温泉である鳥取県三朝温

泉と，その周辺地域の空気中および水中ラドン濃度

の測定を行い，環境中挙動に関する研究を行い検討

したので報告する O

2. 材料および方法

2.1 ピコラド検出器

ピコラド検出器はラドンが活性炭によく吸着し，

有機溶媒に抽出されやすい，等の性質を利用し，実

用化したもので，小型，軽量等の利点を持つ空気中

ラドン濃度測定器であるO

2.2 試料採取

三朝温泉は， 鳥取市の西南西約 30kmの， 鳥取

県東伯郡三朝町にあり，鳥取県の中央部を北流する

天神川の支流の三徳川の両岸の三朝，山田地域で温

泉水が涌出するO 三徳川両岸沿いの三朝温泉地区お

よび天神川および加茂川にはさまれた旭地区，加谷

川流域の竹田地区，小鹿川流域の小鹿地区および人

形峠などの，ラドン濃度測定を行った場所を Fig.

1に示した。対照地区としては，東大阪市において

近畿大学原子力研究所構内，研究室，倉庫等で空気

中ラドン濃度の測定を行った。

2.3 ラドン濃度測定法

ラドン濃度の測定法は Fig.2に示したように，

パッカード社製の PICO-RADシステムを用いて，

水中および空気中について，ラドン濃度の測定を

行った。

(1) 空気中ラドン濃度の測定は，現地で PICO-

RAD検出器のフタを開放，地表面から 1mのと

ころに，開口部を下にして設置し， 24時間ラドンを

捕集し，その後，この検出器にシンチレータ溶液

(INST A-FLUOR) を 10m.e添加した後， フタを
閉めて約15秒間振とうあるいは 2分間逆さにし，シ

ンチレータ中に抽出した後持ちかえり，ノマッカード
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社製液体シンチレーションスペクトロメータ (TRI

-CARB 2250 CA/LL型〉により測定を行った。

(2) 水中ラドン濃度測定は，現地にて 20mfガ

ラスパイアル瓶にシンチレータ溶液 (OPTI-

FLUOR) を 10mf入れ，次に試料水を 10mf採

取しで添加し，約15秒間振とうし，液体シンチレー

ションスペクトロメータで測定を行った。

2.4 土壌中の y 線核種分析

ラドン濃度を測定した地域の土壌中の 7 線核種

分析を実施した。ラドン濃度を測定した地点の土壌

を採取し，乾燥細土にした後， U-8 ~~~tこ秤量し，

7線核種分析は， Ge (INT)半導体検出ゐを用いた

7線スペクトロメータで測定し， NAIG 社製

NLAB-MCA2/Gammaで，データ処理を行った。

3. 結果と考察

3.1 ピコラド検出器のラドン基準校正など特性

3.1.1 ピコラド検出器のラドン基準校正

動力炉・核燃料開発事業団人形峠事業所内の，ラ

ドン標準校正チェンパーを用い， ピコラド検出器の

基準校正を行った。

校正係数は，ラドン標準校正チェンパー内のラド

ン濃度の測定値に対する比で求めるO チェンパー内

にピコラド検出器10本を設置し，標準ラドンガスを

封入し， 24時間放置した。ピコラド検出器10本につ

いては回収後，直ちに液体シンチレータを添加し，

測定は液体シンチレーションスペクトロメータで行

い，その結果を Table1に示した。

これによると，チェンパー内に封入された標準ラ

ドン濃度値 33，104， 300Bq/m3より校正係数を標

準ラドン濃度/計測値で求め，示した。 10本の測定し

たラドン濃度の相対標準偏差を精度あるいは変動係

数とした。最小検出限界をパックグラウンド計数の

標準偏差の 3倍とし，感度として示した。空気中の

ラドン濃度の最小検出限界は200分測定で 1.7Bq/

m3，水中のラドン濃度は 0.43Bq/fであった。

検出器中に捕集吸着した 222Rnをシンチレータ

により溶出および 222Rn崩壊生成核種の生成・ 1
壊の時間経過状況については既報13) で示している

ように，シンチレータ添加より 20時間後に計数~_1.

最高値に達し，以後 222Rnの半減期 (3.824日)で

徐々に減少する O これを液体シンチレーションスペ

クトロメータにおいてエネルギー設定範囲を3段階

にした場合の計数率の経時変化を Fig.3に示した

が，同様の結果を示した。放射能濃度 (Bq/m3) に

換算すると20時間後より約8日までは平衡を保ち，

計数誤差などの点より，測定時間を増加させるなど

考慮すれば測定可能である O

3.1.2 液体シンチレータによる溶出状況(振壷

法と倒置浸透法)

これまでの測定では，活性炭は検出器の上部に付

いているので，振塗法でシンチレータにラドンを抽

出してきたが，シンチレータを活性炭に浸けて抽出

する方法とともに検討した。液体シンチレータを添

加した後浸透時間と溶出状況は Fig.4に示した。

これによると，振渥時間10秒---30秒において飽和に

達しており，それぞれの変動係数は3.9%で15秒振

渥時間で行ってきた。更に一方，シンチレータを添

加後，蓋をしっかりと閉めてから，倒置，浸透後測

定を行った。浸透時間を300秒迄変化させて溶出状

況を Fig. 5に示した。浸透時間20秒'"'-'110秒変化

しても若干変動があるので 2分間浸透で測定した

が，この場合の変動係数は 8%となるので，現在ま

での15秒振渥の方が変動係数が小さく，他の影響を

受けず安定していると思われ，溶出条件として適し

ていると思われる O

3.1.3 シンチレータ添加迄の時間

標準ラドン濃度中のチェンパー内で，照射した検

出器にシンチレータを経時的にずらして添加した後

測定した濃度の後の状況を Fig.6に示した。これ

によると 120Bq/m3，222Rn濃度については3日後

までは濃度は一定であったが 5日では約15%低下

Table 1 ピコラド検出器の特性

標準ラドン濃度
校正係数
精度

CBq/m3) C%) 

33 0.76 7.8 

104 0.78 7.4 

300 0.75 10.2 

校正係数:標準ラドン濃度/測定値

感度:B.G.の3σ

精 度:相対標準偏差
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感 度

測定時間 Bq/m3 

30分 5.0Bq 

50分 3.3Bq 

100分 2.4Bq 

200分 1.7Bq 
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し，変動係数も直後にシンチレータを添加したもの

は3%であるのに対して 6......， 8%となっている。 3

日迄は変動係数が数%とばらつきが大きくなるがほ

ぼ良い結果となる。一方， 40Bq/m3の場合 1日後迄

は変動係数も 1%とよく一致するが 2日後にシン

チレータを添加した場合放射能も50%減となり変動

係数は16%となるo ラドン濃度が 40Bq/m3より小

さくなると，計数率も低くなり変動係数もより大き

くなると予想されるのでなるべく採取した後は早く

シンチレータを入れることが必要であるo

近畿大学原子力研究所年報

た。地区ごとにみると，旭地区，竹田地区(加谷川，

天神川沿い)において，ラドン濃度が高く三朝温泉

地区の東南部小鹿地区は低く，屋内ラドン濃度を比

較すると，竹田地区の濃度はもっとも低い小鹿地区

の約4倍であった。東大阪のラドン濃度は小鹿地区

とほぼ同レベルであった。旭地区の曹源寺，思地，

本泉，大柿が高く，竹田地区では上西谷，穴鴨，福

本が高く，三朝温泉街の濃度とほぼ同じレベルかそ

れ以上のラドン濃度を示した。三徳地区の余戸は三

朝地区との境界付近であり，この地区としてはもっ

とも高い方であった。屋外ラドン濃度は，濃度の低

い小鹿地区も東大阪市とほぼ同じであったが，屋内

濃度は高く，逆に濃度の高い竹田地区の福本の屋外

濃度は小鹿地域とほぼ同じ低レベルを示した。次

に，人形峠付近の道路際の屋外ラドン濃度はほぼ

12Bq/m3で，東大阪とあまり変わらなかった。

3.2 鳥取・三朝周辺地域における空気中ラドン濃度

1995年11月，三朝周辺地域において，測定場所18

カ所の屋内外における空気中ラドン濃度の測定を

行った。その結果を Table2， Fig. 7に示した。こ

れによると，屋内ラドン濃度は 13......，141Bq/m九屋

外ラドン濃度は 7.7......，59Bq/m3 の範囲で変動し 1992年に測定を開始してから現在までに測定した

Table 2 三朝周辺地域における空気中ラドン濃度

1995.10-11 

測定場所
ラドン濃度 CBq/m3)

屋 内 屋 外 内/外比

旭地区(8) 大柿(1) 60.7 :t 2.5 39.1 :t 2.2 1.55 
(竹田川沿い) 久原(3) 29.1 土1.4 27.1 土1.4 1.07 

48.7 :t 3.3 
63.0 :t 3.5 29.1 :t 2.8 2.16 

曹源寺(2) 58.7 土1.8 27.0 土1.7 2.17 
69.6 :t 3.7 48.7 :t 3.3 1.43 

今泉(2) 36.5 土1.4 29.3 :t 1.4 1.25 
31.6 土 0.9

若宮(1) 27.0 :t 1.4 17.6 :t 1.4 1.53 
思地(1) 58.6 土1.8 29.0 土1.7 2.02 
牧(1) 43.3 :t 1.8 34.1 :t 1.8 1.27 
湯谷(2) 38.6 土1.8 33.9 土1.8 1.14 

34.4 :t 1.8 28.5 :t 1.8 1.21 

旭地区(1)
本泉(1) 69.6 :t 4.0 49.1 :t 3.6 1.42 

(高勢川沿い)

竹田地区(3) 上西谷(2) 141.2 土 4.4 59.4 :t 3.1 2.38 
(天神川沿い) 76.5 :t 3.4 48.7 土 3.0 1.57 

穴鴨(3) 47.3 :t 1.7 11.4土1.5 4.15 
90.0 :t 3.0 21.3 :t 2.6 4.23 
69.6 土 4.0 37.4 :t 3.1 1.86 

福本(2) 34.0 :t 3.4 7.7 土 2.5 4.42 
49.3 :t 2.7 12.7 :t 2.8 3.88 

9.9 土 2.7
20.0 :t 3.0 

小鹿地区(2) 西尾(1) 12.8 土1.2 14.0 :t 1.3 0.91 
東小鹿(1) 15.7 :t 1.4 9.9 土1.4 1.59 

三徳地区(1) 余戸(1) 40.5 :t 1.6 30.7 土1.6 1.32 

三朝地区(2) 大瀬(1) 33.7 土1.4 21.0 土1.3 1.60 
三朝(11) 55.4 :t 3.5 35.6 :t 2.9 1.56 

岡山苫田郡(3) 人形峠(2) 31.4 土 2.9 11.8 :t 2.6 2.66 
11.7 :t 2.3 

思原(1) 20.8 土 2.7
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Fig.7 三朝周辺地域における空気中ラドン濃度

三朝地域のラドン濃度の地区ごとの屋内および屋外

の平均濃度を地図上に棒グラフで分布を示し，それ

ぞれ Table3および Fig.8に示した。屋内およ

び屋外ラドン濃度は三朝地区，竹田地区(天神川沿

い)および旭地区が高く，三朝，旭，竹田地区と天

神川，三徳川下流に高いラインが観察されるO 平均

屋内ラドン濃度の屋外ラドン濃度に対する比は三

朝，竹田地区がほぼ2と他地区に比べると若干高い

ように恩われるが，まだ試料数が少ないので，今後

試料数を増やして検討を要するO

3.3 鳥取・三朝周辺地域における水中ラドン濃度

一方，三朝周辺地域の水中ラドン濃度は， Table 

4， Fig. 9に示した。これによると，三朝温泉水は

23--513Bq/ fに変動し，最高値は露天風邑で採取

したものであった。三朝周辺地域の飲料水として使

用している井戸水は 1.6--400Bq/ f と温泉水と同

レベルの濃度を示すところもあったが，同じ大柿町

内でも大幅に変動していることが分るO 山水，涌水

は1~41Bq/f， 三徳川上流および、中流での河川水

は 5.3~14.6Bq/fであった。 1994年度に測定した

河川水は最高 14Bq/fであったので，河川水につ

いてはほぼ同レベルで、変動が少なかった。本年度は

飲料水となる井戸水および、温泉水について特に，前

回屋内ラドン濃度が高かった大柿，福本などについ

て調査したが，井戸水については福本，三朝では 30

~61Bq/ fで，大柿では 2，....，，400Bq/f と場所に

よって大きく変動していることが分った。

Table 3 三朝地域における空気中ラドン濃度
CBq/m3) 

地
屋 内 屋 外

屋内/屋外区
変動 平均 変動 平均n n 

一 徳 地 区 9，...， 63 12 25.2 :t 14.9 5，...， 29 7 I 17.1 土 8.8 1.5 
鹿 地 区 11"'" 22 9 I 15.9 :t 4.8 10，...， 19 5 I 15.6 土 3.2 1.0 

一 朝 地 区 25""'121 29 66.2 :t 19.6 9，...， 72 22 39.8 土 14.6 1.7 

旭地区(高勢川沿) 11，...， 78 12 45.4 :t 24.0 13，...， 73 11 41.4 :t 20.1 1.1 
旭地区(竹田川沿) 15""'194 22 54.1 :t 37.7 11，...，150 10 41.2 :t 40.8 1.3 
竹田地区(加谷川沿) 17"'" 90 7 I 39. 1 :t 25.4 18，...， 29 5121.2 土 4.8 1.8 
竹田地区(天神川沿) 37""'109 10 60.7 土 23.8 13，...， 65 7 I 37.8 土 18.0 1.6 

岡山県人形峠 11.8 1 1 11.8 :t 2.6 6，...， 59 20 23.0 土 13.8

東 大 阪 7，...， 33 28 15.6 :t 7.6 3，...， 25 24 9.2 :t 5.5 1.7 
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員

Fig.8 三朝地域における空気中ラドン濃度

3.4 三朝温泉街における空気中ラドン濃度の経

時変化

三朝温泉街の一民家における屋内外及び浴室など

のラドン濃度の経時変化を人形峠，屋外とともに，

1995年 5月より1996年 1月について測定した結果を

Table 4三朝周辺地域における水中ラドン濃度
(1995年11月〉

試料 測定場所
水中ラドン濃度

(Bq/ f) 

温泉水 三朝町 御 舵ω284.7 :t 3.6 
露天風呂田) 512.9 土 4.8
泉 源(C) 371.0 土 4.0
公衆温泉前の) 23.3 :t 1.2 
中屋旅館巴) 47.1 土1.4

山水 曹源寺 0.81 :t 0.63 
'/ (涌水) 40.8 :t 1.5 

井戸水 福 本 60.9 土1.9
大 柿(I) (屋外) 82.1 :t 2.1 
大 柿(2) (屋内) 400.2 :t 4.5 
大 柿(3) (GS) 1.6 :t 0.65 
JA三朝 29.5 :t 1.3 

河川水 三徳川 上 流 5.3 :t 0.76 
ノノ 中 流 14.6 土 0.99

井戸水 兵庫・JlI西 10.7 :t 0.56 

Table 5， Fig. 10に示した。三朝温泉街の浴室内

のラドン濃度は 48"'"188Bq/m3，屋内では 1階居間

では 53，.....，121Bq/m3， 2階で 25""'110Bq/mえ屋外

では1O，.....，50Bq/m3の範囲に変動し，今回の測定で

は浴室内の最高値 188Bq/m3 は，前年度の 2233

Bq/m3と比べると1/10以下で，場所によっても大

きく変動するが，同一場所でも換気および温泉の涌

出状況によっても非常に大きい変動分布をしている

ものと思われるO この期間中においては 6，.....，10月は

比較的低くほぼ一定の濃度を示しているが， 11月，

1月と屋内は高くなっているのは，寒くなり戸を閉

め切った状況で濃度が上昇しているものと思われ

る。この住宅は地下に浴室 1階および2階が住居

となっているので，熱気が上昇し，屋内ラドン濃度

は高く，屋内/屋外濃度比は3.3と非常に高くなって

いるo また 1階および 2階のラドン濃度について

は 2階は 1階の0.8と低くなっているo

3.5 三朝地区における水中ラドン濃度の経時変化

三朝地区における水中のラドン濃度の経時変化を

Table 6， Fig. 11に示した。三朝温泉水は前述し

た民家に涌出している温泉水で，もっとも高く 92

，.....，161Bq/ .e， 井戸水は 15，.....，34Bq/.eで，三徳川の河
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古賀他:ピコラド検出器を用いた液体シンチレーション計数法による鳥取・三朝地域におけるラドン濃度の測定(3)

(Bql Q) 

600 

500 

n

u

n

u

n

u

 

n

u

n

u

n

U

 

A
『

円

。

内

ζ

水
中
ラ
ド
ン
濃
度

100 

兵
庫
・
川
西

徳
川
中
流

徳
川
よ
流

J

A
三
朝

大

柿

'
G
S

大
柿
'
屋
内

大
柿
'
屋
外

福

本

曹
源
寺
・
涌
水

曹

源

寺

=
一
朝
・
中
屋
旅
館

三
朝
e

公
衆
温
泉
前

三
朝
・
泉
源

三
朝
・
露
天
風
呂

三
朝
・
御
総

。

ドン濃度三朝周辺地域における水中ラFig.9 

CBq/m3) 

200 

一ー・ー浴室

一→降ー居間(1階}

一一企ー居間(2階)

----ー屋外

-.......ー動燃・屋外

フ
ド
ン100
濃
度

0 
6月

1995年

1月

1996年

11月

ドン濃度の経時変化

10月9月

三朝地域における空気中ラ

- 20ー

8月7月

Fig. 10 



Vol. 33 (1996) 近畿大学原子力研究所年報

Table 5三朝地域における空気中ラドン濃度の経時変化
(三朝町) (Bq/mり

調，Ij 定 場 所

測定年月
屋外 浴室

居 間 人形峠屋外

l階 2階 (動燃事業所脇)

1995年6月 9.58 j: 1.37 60.74 j: 1.75 53.84 土1.71 42.56 土1.67 5.64 土1.37
7月 17.43 土1.21 57.02 :t 1.52 71. 08 :t 1. 58 20 . 16 :t 1. 25 
8月 17 . 04 :t 0 . 38 57.20 :t 1.16 60 .42 :t 1. 22 25.58 土 0.56 18.41 :t 0.41 
9月 29 . 22 :t 1. 65 48 . 29 :t 1. 70 53.44 土1.78 43 . 29 :t 1. 77 35.62 j: 1.81 
10月 18.05 j: 3.02 51.65 土 3.28 59.25 土 3.26 37.83 :t 3.21 18.33 :t 3.00 
11月 21. 82 j: 1. 04 106.73 :t 1.61 119.93 :t 1. 70 105.91 :t 1.64 58 . 86 :t 1. 33 

1996年 1月 49.80 :t 2.70 188 .40 :t 4 . 30 120.70 土 3.70 110.40 土 3.50 35 . 10 :t 2 . 50 

平 均 23.3 土 13.1 81.4 土 51.1 77.0 土 30.2 60.9 :t 37.2 27.4 土 17.3

変 動 10--50 48--188 53--121 26--110 6--59 

Table 6三朝地区における水中ラドン濃度の経時変化
(Bq/ f) 

測定年月
祖リ 定 場 所

川西井戸水 三朝井戸水 三朝河川水 三朝温泉水

1995年4月 12.73 土 0.16

5月 15.14 :t 0.26 

6月 12.77 土 0.31 14.84 土 0.57 7.81 土 0.51 100.34 :t 0.99 

7月 13.79 :t 0.39 31.66 土 0.67 2.31 :t 0.46 161.11 土 1.00 

8月 11. 68 :t 0 . 20 29.81 j: 0.37 10.87 土 0.31 104.86 :t 0.60 

9月 18.77 土 0.50 10.01 :t 0.47 91.53 :t 0.77 

10月 11.97 土 0.47 33.16 j: 0.97 4.01 :t 0.82 130.52 :t 1.21 

11月 10 . 73 :t O. 56 33.63 j: 0.47 7.60 :t 0.30 122.66 土 0.82 

1996年 1月 18.72 :t 0.67 23.76 j: 1.01 4.37 土 0.75 131.68 :t 2.00 

平均 13.4 :t 2.9 26.5 土 7.5

川水は 2.3，......，11 Bq/.eに変動している。井戸水と温
泉水については，飲料水として使用している井戸水

の濃度は温泉水のほぼ1/4であるが，変動はよく

似た傾向を示した。川西市の井戸水は 11，......，19Bq/.e 
と変動し，三朝地区の井戸水の平均値のほぼ1/2

であった。兵庫県川西市は，六甲山系の平野鉱泉の

近くで影響を受けてラドン濃度は若干高いものと思

われる O

3.6 東大阪における空気中ラドン濃度

自然放射線地域の対照地域として東大阪市近畿大

学原子力研究所構内において1995年 5月より 1996年

1月における屋内外の空気中ラドン濃度測定を行っ

た結果を Table7， Fig. 12に示した。 5階の研究

室および閉めきった倉庫などの屋内ラドン濃度，お

よび地表面より 0.05，0.5， 1および 13mの屋外

ラドン濃度などについて測定した。倉庫内では 167

，......，325Bq/m3の範囲で大きく変動している。これは

倉庫内への人の出入りによる扉の開放のため空気中

ラドン濃度は大きく変動していると思われる。屋外

6.7 土 3.2 120.4 :t 23.7 

ラドン濃度の最高値で比較すると，地上 13mでは

約 6Bq/m3，1mで 12Bq/mえ0.5mで 14Bq/m3

および 0.05mで 14Bq/m3 と測定点が地表面より

高くなるにつれて，変動巾は大きいがラドン濃度は

低くなる傾向を示している。

4. まとめ

活性炭によるラドン吸着を利用したピコラド検出

器および液体シンチレーションスペクトロメータを

使用して，鳥取県三朝地域における環境中ラドン濃

度の測定を行い， ラドンおよび崩壊生成核種の環境

中挙動に関する研究を昨年度に引続き行った。

ピコラドシステムによるラドン濃度の測定は，簡

便迅速に多数の試料の測定が可能で，採取期間24時

間，計測時間200分で，空気中ラドン濃度の最小検出

限界は 1.7Bq/m3，水中ラドン濃度は o.43Bq/ .e 
である O

(1) 三朝周辺地域における1995年10月，......，11月に実

施した空気中ラドン濃度は，屋外ラドン濃度は 7.7
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古賀他:ピコラド検出器を用いた液体シンチレーション計数法による鳥取・三朝地域におけるラドン濃度の測定(3)
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Table 7 東大阪における空気中ラドン濃度の経時変化

測定年月
東

地上13m 地上 1m 地上0.5m

1995年 5月 5 . 22 ::t 0 . 36 7 .44 ::t 0 . 36 

6月 5.89 土 0.37 o . 40 ::t 0 . 77 3.19 土 0.81
7月 4.13 ::t 0.66 12.43 土 0.75 3.07 土 0.72

8月 0.22 土 0.73 1.95 土 0.57 6.15 土 0.46

9月 2 . 35 ::t 0 . 50 4. 20 ::t 0 . 43 

10月 4.73 土 0.46 5 . 58 ::t 0 . 42 7.11 土 0.43

11月 6 . 34 ::t 0 . 59 11.29 土 0.7113.72 土 0.71

1996年 1月 5.32 土 0.67 7.65 ::t 0.81 7.39 土 0.71

平均 4 . 27 ::t 2 . 05 6.37 土 4.21 6.77 ::t 3.89 

"""59Bq/m3，屋内ラドン濃度は 13，....，141Bq/m3の

範囲で変動した。測定した地域の内，旭地区および

竹田地区天神川沿い(竹田川上流の一部)が高く，

三朝温泉地区の東南部小鹿地区および三徳地区は低

く，人形峠付近についての屋外濃度は，12"""21Bq/ 

m3 と低い濃度レベルであった。屋内ラドン濃度に

ついて， もっとも低い小鹿地区と比較すると今回高

かった竹田地区は約4倍であった。東大阪市の濃度

は小鹿地区と同レベルであった。屋内ラドン濃度は

屋外ラドン濃度と比べると高く，その比は試料数は

少ないが竹田地区，旭(竹田川沿い)地区の上流は

平均で約2近く， 他は 1，....，1.3と低い傾向を示し，

地区により差が見られた。

(2) 三朝温泉地区個人住宅のラドン濃度について

は， 1995年 5月より 1996年 1月迄の経時変動を見る

と，屋内濃度は 53，....，121Bq/m3，屋外濃度は 10--50

Bq/m3の範囲に変動し，浴室内ラドン濃度は 48，....，

188Bq/m3であった。

(3) 1995年 4月，....，1996年 l月における三朝温泉地

区の一般家庭の温泉水，河川水，井戸水などの水中

ラドン濃度はそれぞれ 92'-""161Bq/乙 2.3--11Bq/

ム 15"""34Bq/.eの範囲で変動した。
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動力炉・核燃料開発事業団古固定昭氏，伊藤公雄

氏石森有氏に，ラドン標準校正チェンパーによる
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ます。
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CBq/m3) 

大 阪

地上0.05m 倉 庫 5F実験室

7.68 土 0.36 303.10 ::t 1. 22 10.70 ::t 0.37 

3.37 土 0.82 325.00 士 0.54 18.10 ::t 0.81 

3.91 土 0.74 269 . 93 ::t 1. 65 19.20 土 0.89

4.18 ::t 0.62 170.68 土1.07 11 .15 ::t 0.40 

12.96 ::t 0 .62 269.05 土1.42 7 .32 ::t 0 . 53 

11. 29 ::t 0 . 65 166.91 ::t 1.14 8 .82 ::t 0 . 65 

13.78 ::t 0.75 181.10 ::t 1. 35 

9.99 ::t 0 . 76 310.01 ::t 1.122 

8.40 土 4.22 249.47 土 66.27 12 .55 ::t 4 . 93 
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